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要旨 
 本稿では音楽療法士養成の教育課程を修了見込の短大生 19 名を対象に、習得能力とそ
の活用について質問紙調査を行った。その結果、19 名全員が音楽療法の学びにおいて習得
したことが今後の生活において役立つと感じていることがわかった。習得あるいは高める
ことができた能力として、音楽や音楽療法に関する知識や技術、“気になる子”や障がい
児・者についての理解と対人技術、そして仲間と協力してチームで働く力の順に挙げられ
た。今後に役立つと思われる能力に関しては、“気になる子”や障がい児・者についての理
解と対人技術、仲間と協力してチームで働く力、音楽に関する知識や技術の三項目は習得
能力と共通であり、加えてコミュニケーション能力が選択された。音楽療法を学ぶことで、
音楽、対人、及び協働に関する能力が習得あるいは高められ、その能力が将来役立つと感
じられていた。習得能力は音楽療法士以外の職業においても活かされる能力であるという
期待感があることがわかり、音楽療法の学びが協働やコミュニケーション能力につながっ
ていることが示唆された。 
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１. 序文 
 日本では単一の音楽療法士の資格はなく、音楽療法士を認定する機関が複数存在してい
る。認定機関により認定された高等教育機関において、認定機関のガイドラインに基づい
た音楽療法士養成の教育課程が設定されており１）、主要な認定機関として日本音楽療法学
会が挙げられる２）。その他に全国音楽療法士養成協議会がある３）。また、地方行政機関に
より認定された音楽療法士４）や対人職により音楽療法が提供されている５）。 
 全国音楽療法士養成協議会によって認定されている称号には音楽療法士専修、１種、２
種の三種類がある。そのうち、音楽療法士２種に当たる二年間の教育課程に関する規定で
は、同協議会が認定した機関において音楽に関する分野を 18 単位、音楽療法に関する分
野を 8 単位、音楽療法の関連分野（教育、福祉、医学・看護、心理）を 12 単位、及び音楽
                                                   
1 生活コミュニケーション学科こども学専攻  
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療法の実習を 3 単位、合計で 41 単位以上６）に加え、教養関連科目 12 単位以上を取得し、
該当機関を卒業することが称号授与の条件とされている７）。アメリカではアメリカ音楽療
法学会が認定している単一の音楽療法士資格があり、認定に関しては四年間かそれ以上の
期間で 120 単位の取得と 1200 時間の実習及びインターンシップが基準であり、学士取得
と筆記試験が資格取得の条件に挙げられる 8）。全国音楽療法士養成協議会の音楽療法士２
種の称号における教育課程とアメリカの音楽療法士養成の教育課程は一概に比較すること
はできないが、取得する必要のある単位数や実習時間に関して違いがある。  
 一方、全国音楽療法士養成協議会の音楽療法士２種を取得するための教育課程の特徴と
して、他の教育課程を並行して履修することが可能であることが挙げられる。このため、
卒業後に音楽療法士以外の職業において、音楽療法の知識や技術を活かすことが可能であ
る。音楽療法の知識や技術を、他の対人職において有効に活用していく試みに関して、須
佐（2004）は、専攻科で保育専攻の学生に対し、実習も含めた音楽療法の授業を実践し、
授業と実習における学生の様子と、授業後の学生へのアンケートを分析している９）。結果
として、音楽療法を学ぶことで、障がい児・者への理解が深まったこと、即興を含め、音
楽を柔軟に捉えて使用することの重要性への気づき、そして保育場面に応用できる要素が
多いことを学生が自覚したことを報告し、保育者養成において、音楽療法の授業を導入す
ることの意義を考察している。  
 短大生の音楽療法士養成教育における学びに関しては、佐治（2014）が全国音楽療法士
養成協議会の音楽療法士２種の教育課程の履修者及び修了者４名への卒業後のアンケート
調査で、音楽療法の学びにおいて「音楽の力と楽しさ」や「人とのコミュニケーションが
とれる」ことを学んだという記述を報告している１０）。また、中村（2008）は卒業間近の
短大生に音楽療法を実践するために自分に足りない力、これから身につけたい力について
質問した結果、「伴奏の技術」を筆頭に、「判断する力、観察眼」、「コミュニケーション力」
が挙がったことを記述している１１）。これらの報告から、二年間の音楽療法の学びが、音
楽やコミュニケーションに関する学びやその重要性を認識することにつながっていること
が推測される。 
 音楽療法士養成の教育課程を修了した人が、音楽療法士ではなく他の職業に就職するこ
とは少なくない。全国音楽療法士養成協議会の音楽療法士２種の称号認定者数は、2016 年
度までの総数において 2690 名であり、そのうち音楽療法士として就職した者は 547 名で
あり、全体のおよそ２割であった１２）。また、日本音楽療法学会の 2011 年度会員アンケー
トによれば、1574 名の回答者のうち、音楽療法専門職として常勤で勤務している人は 9.6％
であり、非常勤勤務が 36.9％、依頼に応じて有償で行っている人が 51.9％、他職種として
音楽療法を行う人が 27.3％、無償で音楽療法を行っている人が 21.8％、その他が 14.0％
（複数回答）であった１３）。山下（2007）は、10 年に亘る短期大学での音楽療法士養成教
育において、卒業生が教員や介護職、施設の指導員等の多様な職種において活躍している
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と述べている１４）。 
 このように現状では音楽療法の教育課程で学んだ後、音楽療法以外の職業に就く人や、
音楽療法を職業としていない人が一定数いると考えられる。本稿では、音楽療法の教育課
程で学んだ短大生が、自身の習得能力とその活用についてどのように感じているのかを調
査することで、音楽療法の教育の意義について検討することとした。 
 
２. 目的 
第一に、音楽療法の教育課程で学んだ短大生が、習得できた、あるいは向上したと考え
られる能力はどのような能力であったかを明らかにすることである。第二に、短大生が、
音楽療法教育課程において習得したと考えた能力が、どの程度、卒業後の進路において役
立つと考えているのかを提示することが挙げられる。第三に、短大生が、習得あるいは向
上させることができた能力のうち、どのような能力が自分自身の卒業後の進路において役
立つと考えているのかを明らかにすることである。  
 
３. 方法 
（１） 対象 
 全国音楽療法士養成協議会の音楽療法士２種の規定に準じた教育課程を修了し、卒業見
込となった短大生 19 名に質問紙調査を行った。平均年齢は 25.05 歳であった（シニア学
生、社会人経験を有する学生を含む）。19 名のうち、男性は 2 名、女性は 17 名であった。
対象者のうち 17 名は音楽療法教育課程以外の教育課程を並行して履修していた。17 名の
うち 12 名は、保育者養成の教育課程、3 名が栄養士等養成の教育課程、2 名が養護教諭養
成の教育課程に属していた。対象者 19 名のうち 2 名は、音楽療法士養成の教育課程にの
み属していた。  
（２） 調査の時期 
 2017 年 2 月、対象者が卒業する約一ヶ月前に調査を実施した。  
（３） 調査項目 
 属性として、年齢、性別、学科における専攻、卒業後の進路について質問した。質問項
目は、以下の三つであった。  
一つ目の質問は、「2 年間、音楽療法を学んだ中で、習得した、あるいは高めることがで
きたと感じることは何ですか。（複数回答可）」であり、回答を、「音楽（ピアノ、歌など）
の知識・技術」「音楽療法の知識・技術」「気になる子、障がい児・者についての理解・対
人の技術」「高齢者についての理解・対人の技術」「人を援助するための知識・技術」「仲間
と協力する力、チームで働く力」「記録する力、書いて伝える力」「自ら取り組み、実行す
る力」「考え、計画する力」「人とコミュニケーションを取る力」「その他」の選択肢の中か
ら求めた。 
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回答の選択肢のうち、「音楽（ピアノ、歌など）の知識・技術」は、ピアノの演奏技術や
歌唱力等を含めた音楽の全般的な習得能力を示す。「音楽療法の知識・技術」は、音楽療法
に関する全般的な習得能力を示す。「気になる子、障がい児・者についての理解・対人の技
術」とは、障がい児・者や、障がいの診断は受けていないが学習面や行動面で困難が見ら
れ、支援が必要と考えられる所謂“気になる子”への支援能力を示す。「気になる子、障が
い児・者についての理解・対人の技術」と「高齢者についての理解・対人の技術」は、そ
れぞれの領域に関する授業や実習があることから、領域を分けて選択肢を設定した。「人を
援助するための知識・技術」という項目は、音楽療法での学びを通して、健常児・者を含
めて人を援助する力を習得したと感じているかどうかを評価するため選択肢として加えた。
「仲間と協力する力、チームで働く力」、「記録する力、書いて伝える力」、「自ら取り組み、
実行する力」、「考え、計画する力」、「人とコミュニケーションを取る力」に関しては、音
楽療法の授業や実習での習得能力に加え、経済産業省により定義されている社会人基礎力
における能力１５）も参考にし、音楽療法士以外の職種においても求められる能力を含めた。 
 二つ目の質問は、「これからの生活で、音楽療法を学んだ中で得たことが、役立つと思い
ますか。」というもので、回答を、「とても役立つと思う」「役立つと思う」「わからない」
「役立たないと思う」「全く役立たないと思う」の五段階評価で求めた。 
 三つ目の質問は、「役立つと思う人は、これからの生活で、音楽療法を学んだ中で、役立
つだろうと思うことは何ですか。（複数回答可）」というものであり、回答の選択肢は、一
つ目の質問である「2 年間、音楽療法を学んだ中で、習得した、あるいは高めることがで
きたと感じること」に関する回答の選択肢と同様とした。 
（４） 倫理的配慮  
 調査実施にあたり、調査について口頭及び書面で説明を行った。研究及び調査結果の発
表における匿名性等の倫理的配慮について伝え、調査協力への同意書の提出による承諾を
得て実施した。  
 
４. 結果 
（１）対象者の属性  
 対象者の卒業後の進路は、19 名のうち 16 名が就職予定であり、職業は保育士あるいは
幼稚園教諭 10 名、栄養士２名、音楽療法士（児童領域）１名、施設職員（児童領域）１名、
介護職１名、一般職 1 名であった。19 名のうち 3 名は就職以外の進路であり、進学あるい
は就職予定のない者であった。  
（２）習得あるいは高めることができたと感じること  
「２年間、音楽療法を学んだ中で、習得した、あるいは高めることができたと感じるこ
とは何ですか。（複数回答可）」という問いに対して、表１の結果を得た。「音楽（ピアノ、
歌など）の知識・技術」が最も多く 15 人（78.9％）であった。次に「音楽療法の知識・技
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術」と「気になる子、障がい児・者についての理解・対人技術」の項目が挙げられ、両項
目ともに 14 人（73.7％）であった。続いて「仲間と協力する力、チームで働く力」が選択
され、13 人（68.4％）であった。この上位の四項目は、回答した学生 19 名のうち、半数
以上が選択した項目であった。 
 
表１ 音楽療法を学んで習得あるいは高めることができたと感じること  
回答の選択項目 人数（人） 割合（％） 
音楽（ピアノ、歌など）の知識・技術 15 78.9 
音楽療法の知識・技術 14 73.7 
気になる子、障がい児・者についての理解・対人技術 14 73.7 
仲間と協力する力、チームで働く力 13 68.4 
考え、計画する力 8 42.1 
人とコミュニケーションを取る力 8 42.1 
高齢者についての理解・対人技術 7 36.8 
人を援助するための知識・技術 6 31.6 
記録する力、書いて伝える力 6 31.6 
自ら取り組み、実行する力 5 26.3 
複数回答可  
 
（３） 音楽療法で習得したことがどの程度役立つと思っているか  
「これからの生活で、音楽療法を学んだ中で得たことが、役立つと思いますか。」という
問いに対し、回答を、「とても役立つと思う」「役立つと思う」「わからない」「役立たない
と思う」「全く役立たないと思う」の五段階評価で求めたところ、表 2 の結果を得た。「役
立つと思う」が 10 人（52.6％）、「とても役立つと思う」が 9 人（47.4％）、であった。19
人全員が「役立つと思う」あるいは「とても役立つと思う」と回答し、「わからない」「役
立たないと思う」「全く役立たないと思う」と回答した学生はいなかった。  
 
表２ 音楽療法で習得したことが役立つと思うか  
選択項目 人数（人） 割合（％） 
とても役立つと思う 9 47.40 
役立つと思う 10 52.60 
わからない 0 0 
役立たないと思う 0 0 
全く役立たないと思う 0 0 
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（４）音楽療法で習得したことの中で、卒業後に役立つと思うこと  
「役立つと思う人は、これからの生活で、音楽療法を学んだ中で、役立つだろうと思う
ことは何ですか。（複数回答可）」という質問に関する結果は表３の通りである。「気になる
子、障がい児・者についての理解・対人技術」が 14 人（73.7％）と最も多く、次に多かっ
たのは「仲間と協力する力、チームで働く力」13 人（68.4％）であった。三番目は「音楽
（ピアノ、歌など）の知識・技術」であり 12 人（63.2％）であった。四番目に「人とコミ
ュニケーションを取る力」が挙げられ、10 人（52.6％）が選択していた。これらの上位四
項目は、回答した学生 19 名のうち、半数以上が選択した項目となった。  
 
表３ 音楽療法で習得したことの中で、卒業後に役立つと思うこと  
回答の選択項目 人数（人） 割合（％） 
気になる子、障がい児・者についての理解・対人技術 14 73.7 
仲間と協力する力、チームで働く力 13 68.4 
音楽（ピアノ、歌など）の知識・技術 12 63.2 
人とコミュニケーションを取る力 10 52.6 
音楽療法の知識・技術 9 47.4 
自ら取り組み、実行する力 9 47.4 
考え、計画する力 7 36.8 
人を援助するための知識・技術 7 36.8 
記録する力、書いて伝える力 6 31.6 
高齢者についての理解・対人技術 5 26.3 
                                複数回答可 
 
（５）習得した能力と、卒業後に役立つと考えられる能力の共通項 
 音楽療法を学んで習得あるいは向上したと感じられる能力と、今後の生活で役に立つで
あろう能力と考えられているもののうち、いずれの項目でも過半数以上を得た項目は、「音
楽（ピアノ、歌など）の知識・技術」、「気になる子、障がい児・者についての理解・対
人技術」、「仲間と協力する力、チームで働く力」の三項目であった。 
 「音楽（ピアノ、歌など）の知識・技術」は、15 人（78.9％）が習得あるいは高められ
た能力と感じており、12 人（63.2％）が、今後の生活における有用性を感じていた。「気
になる子、障がい児・者についての理解・対人技術」は、14 人（73.7％）が習得あるいは
高められた能力と感じており、同数の 14 人（73.7％）が、今後の生活における有用性を感
じていた。「仲間と協力する力、チームで働く力」は、13 人（68.4％）が習得あるいは高
められた能力と感じており、同数の 13 人（68.4％）が、今後の生活における有用性を感じ
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ていた。 
 
５. 考察 
（１）習得あるいは高めることができた能力  
習得あるいは高めることができたと感じる能力のうち、音楽や音楽療法の知識や技術に
関しては、佐治や須佐の報告にあるように、音楽療法を学ぶことで、音楽や音楽の使用に
関する学びが深められているという見解に類似する結果となった。“気になる子”や障が
い児・者についての理解や対人技術が上位に挙げられたことに関しては、対象者 19 名のう
ち、保育者養成の教育課程に属する対象者が 12 名おり、特別な配慮や支援の必要な子ども
を対象とした実習が行われていたこと、進路も子どもを対象とした対人職に就く対象者が
12 名いたことが結果に影響していると考えられる。この結果も、須佐が保育を学ぶ学生に
対する音楽療法の授業の成果として、障がい児・者に対する理解につながったという報告
と重なる結果となった。 
「仲間と協力する力、チームで働く力」に関しては、音楽療法や音楽療法に関連する授
業では協働作業が多いことや、実習においても学生が複数で計画し、役割分担を行って実
行することで、協働的な学習が繰り返し行われていたことが結果に影響したのではないか
と推測された。 
（２）習得能力の活用に関する期待感と、活用できる習得能力の種類 
 音楽療法に関する習得能力の活用に関しては、対象者全員が「役立つと思う」あるいは
「とても役立つと思う」と回答した。対象者の進路は音楽療法士以外の職業がほとんどで
あるにも関わらず、音楽療法の学びが今後の生活に役立つと感じられていることがわかっ
た。 
 “気になる子”や障がい児・者についての理解と対人技術が、活用できる能力と判断さ
れた理由は、前述の習得能力に関して考察したように、子どもを対象とした職業に就く対
象者が多かったことが影響していると考えられる。 
 協働する能力とコミュニケーション力も、今後の生活において役立つという期待感があ
ることが示された。協働する力やコミュニケーション力は経済産業省が指摘する社会人と
しての基礎的な力に含まれており、それらが音楽療法を学ぶことで高められたと考えられ
る。中村は、学生が音楽療法士として身につけたい力としてコミュニケーション能力が挙
げられていると報告しており、本稿の結果からも、音楽療法において協働性やコミュニケ
ーション能力は重要な要素であり、それらの能力が養成教育によって高められていると考
えられる。 
 音楽療法を学んで習得あるいは向上したと感じられる能力と、役立つと考えられる能力
の共通項は、音楽に関連する能力、対人に関連する能力、協働に関連する能力であった。
これらの能力は音楽療法を実践する際に重要な能力であると同時に、音楽療法士以外の職
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業や職業生活以外の場面においても役立てることができる能力である。 
（３）今後の課題 
 今後の課題として、本稿は対象者が少数であったことから、今後対象者数を増やして同
様の調査を行う必要がある。また、本稿の対象者は卒業前の学生であったことから、卒業
後、音楽療法の実践や他の職業において、音楽療法の学びが実際にどのように役立てられ
ているのかを追跡調査で長期的に検討する必要がある。その中で、音楽療法の教育の意義
の検討を進めるとともに、音楽療法の教育内容の充実を図りたい。 
 もう一つの課題として、音楽療法士養成の教育課程と並行して保育者、栄養士あるいは
養護教諭養成の教育課程を修了見込の対象者は、最終的な履修単位数が二年間という履修
期間に対して極めて多かった。二年間に多くの単位履修をする必要があることから、学び
の質をいかに確保するかに関しても検討する必要がある。  
 
６. 結語 
 本稿の調査では、音楽療法を学んだ短大生が音楽療法を学ぶことで、音楽や音楽療法に
関する能力に加え、他者と協働する能力やコミュニケーション能力を習得し、それらの能
力が今後に役立つと感じていることがわかった。二年間の教育課程において音楽療法士と
して必要な能力をすべて習得することは難しく、音楽療法士の養成教育には多くの課題が
残されている。しかし同時に本稿の結果は、音楽療法というものが他者との協働やコミュ
ニケーションを本質として含んでおり、音楽療法を学ぶことは人との関わりを深めること
につながることを表していると考えられる。音楽療法の教育が、社会の中で人との関わり
を深めることにつながるものであるのかどうか検証を続け、音楽療法の教育の意義を模索
していきたい。  
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Junior College Students’ Self-Evaluation and Expected 
Usefulness of their Competencies in Music Therapy 
Educational Training 
 
Yuri KIMURA 
 
Abstract 
  This paper examines the effect of two-year music therapy educational training on 19 
junior college students through their self-evaluation of their competencies and also 
their expectations of the utility of their competencies after graduation from college. 
Although most of the subjects would not become music therapists, all the subjects felt 
that what they had gained from the music therapy educational program will be useful 
in their future. Regarding the obtained competencies, “music related knowledge and 
skills such as piano or vocal skills,” “music therapy related knowledge and skills ,” 
“skills to understand and support children with special needs” and “collaboration skills 
with colleagues and skills to work as a team” were selected by more than half of the 
subjects. Regarding the competencies that will be useful in the future, “skills to 
understand and support children with special needs,” “collaboration skills with 
colleagues and skills to work as a team,” “music related knowledge and skills such as 
piano or vocal skills” and “communication skills” were the four competencies that more 
than half of the subjects chose. These results showed that through learning music 
therapy, the subjects felt that they had obtained music related skills, skills to 
understand and support others, and skills to collaborate with others. Last, they felt 
that those skills will be useful in the future. 
 
Key word: music therapy, music therapist, educational training, competencies 
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